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全
国
初
の「
食
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
制
定 

現
地
リ
ポ
ー
ト 

福
井
県
小
浜
市 

小浜名産の「焼き鯖」 

小浜市 

現地リポート 

　 　
「
御
食
国
」（
み
け
つ
く
に
） 

　
全
国
初
の
「
食
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を

制
定
す
る
な
ど
、
「
食
」
を
テ
ー
マ
に
先
進

的
な
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
福
井
県
小
浜

市
に
足
を
運
び
、
現
地
を
取
材
し
た
。 

 

日
本
海
に
面
し
、
列
島
の
ほ
ぼ
中
央
、
若

狭
湾
の
最
深
部
に
位
置
す
る
人
口
約
三
万
三

○
○
○
人
の
小
浜
市
。
目
の
前
に
広
が
る
日

本
海
で
は
、
寒
流
と
暖
流
が
ぶ
つ
か
り
合
い

「
潮
目
」
を
つ
く
り
だ
す
。
若
狭
か
れ
い
や

フ
グ
な
ど
を
育
む
豊
か
な
漁
場
を
抱
え
る
若

狭
の
国
と
し
て
知
ら
れ
、
奈
良
・
平
安
時
代

に
は
、
豊
富
な
海
産
物
を
朝
廷
に
献
上
す
る

「
御
食
国
」
と
し
て
栄
え
て
い
た
。 

 

恵
ま
れ
た
漁
業
資
源
を
背
景
に
、
小
浜
港

周
辺
に
は
水
産
物
加
工
場
が
軒
を
連
ね
る
。

ま
た
、
若
狭
塗
り
箸
な
ど
の
伝
統
工
芸
産
業

の
ほ
か
、
電
機
・
機
械
産
業
な
ど
二
次
産
業

を
中
心
に
小
浜
市
は
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。 

 
九
○
年
代
に
入
り
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
展
す
る
と
、
市
内
に
も
国
際
競
争
の

「
荒
波
」
が
押
し
寄
せ
た
。
安
価
な
労
働
力

を
求
め
て
、
海
外
移
転
す
る
企
業
が
相
次
ぎ
、

電
機
・
機
械
と
い
っ
た
基
幹
産
業
は
頭
打
ち

と
な
っ
た
。
九
五
年
に
は
、
中
心
企
業
の
ひ

と
つ
だ
っ
た
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
が
撤
退
。

残
る
企
業
で
も
リ
ス
ト
ラ
が
加
速
し
、
九
○

年
代
後
半
か
ら
、
市
内
に
は
停
滞
感
が
漂
い

始
め
た
。 

   

「
市
民
参
加
型
」
市
長
が
就
任 

 

沈
滞
ム
ー
ド
を
打
破
す
る
た
め
、
市
は
工

場
誘
致
な
ど
の
外
部
資
源
で
は
な
く
、
恵
ま

れ
た
「
海
の
幸
」
な
ど
地
域
の
内
部
資
源
を

活
用
し
た
地
域
活
性
化
策
を
模
索
し
た
。 

 

検
討
が
ス
タ
ー
ト
し
た
矢
先
の
二
○
○
○

年
八
月
、
「
市
民
参
加
型
ま
ち
づ
く
り
」
を

掲
げ
た
村
上
利
夫
氏
が
市
長
に
就
任
し
た
。 

 

村
上
市
長
は
就
任
後
、
直
ち
に
住
民
を
含

め
た
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
た
。
地
域
活
性
化
に
向
け
、
市
民
と
膝
を

交
え
て
議
論
を
重
ね
る
こ
と
六
回
。
ね
ら
い

を
定
め
た
の
は
「
食
」
だ
。 

 

市
に
は
、
朝
廷
に
食
材
を
献
上
し
た
「
御

食
国
」
と
し
て
の
「
食
の
歴
史
」
が
あ
り
、

現
在
で
も
、
「
へ
し
こ
」（
鯖
の
糠
漬
）
な
ど

の
伝
承
料
理
が
家
庭
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

祭
り
や
婚
礼
な
ど
の
「
ハ
レ
の
日
」
に
、
「
お

頭
付
き
の
鯛
」
で
は
な
く
、
小
浜
名
産
の
「
焼

き
鯖
」
を
振
る
舞
う
な
ど
、
多
彩
な
食
文
化

が
今
な
お
、
市
民
の
生
活
に
息
づ
く
。 

 

市
が
進
め
る
「
食
」
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
小
浜
市
役
所
食
の
ま
ち
づ
く
り
課
長
の

高
島
賢
氏
は
、
「
食
を
起
点
と
し
つ
つ
も
、

観
光
・
教
育
・
福
祉
・
環
境
な
ど
、
す
そ
野

の
広
い
取
り
組
み
が
特
徴
」
と
Ｐ
Ｒ
。
食
を

テ
ー
マ
に
据
え
な
が
ら
も
、
総
合
的
な
地
域

振
興
策
を
展
開
し
て
い
る
点
を
強
調
す
る
。 

   

全
国
初

の 

　
「
食
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」 

 

「
食
」
を
軸
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
具
体

化
し
た
の
が
○
一
年
九
月
に
制
定
し
た
「
食

の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
だ
。
全
国
各
地
で
様
々

な
条
例
が
あ
る
も
の
の
、
「
食
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
条
例
を
制
定
し
た
の
は
小
浜
市
が
は

じ
め
て
。 

 

当
時
の
関
係
者
は
、
「
参
考
と
す
る
『
モ

デ
ル
』
が
な
か
っ
た
た
め
、
試
行
錯
誤
の
連

続
だ
っ
た
。
市
民
と
一
緒
に
な
っ
て
知
恵
を

絞
り
な
が
ら
、
な
ん
と
か
条
例
の
制
定
に
こ

ぎ
つ
け
た
」
と
苦
労
を
振
り
返
る
。 

 

「
条
例
」
の
中
身
を
み
る
と
、
「
食
」
を

ベ
ー
ス
に
、
食
文
化
を
支
え
る
伝
統
の
塗
り

箸
産
業
の
再
活
性
化
、
こ
だ
わ
り
の
「
食
」

を
提
供
す
る
民
宿
や
飲
食
店
な
ど
観
光
業
の

振
興
、
さ
ら
に
は
、
「
食
」
が
育
ま
れ
る
海
・

山
・
川
な
ど
地
域
環
境
の
保
全
な
ど
、
す
そ

野
の
広
い
総
合
的
な
地
域
振
興
策
を
め
ざ
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

ま
た
、
条
文
を
眺
め
る
と
、
「
食
の
安
全
・

安
心
」
、
「
地
産
地
消
」
、
「
食
育
」
と
い

っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
目
に
飛
び
込
む
。
条
例

が
制
定
さ
れ
た
○
一
年
は
、
折
し
も
、
国
内

初
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
牛
海
綿
状
脳
症
）
感
染
が
報

告
さ
れ
た
時
期
。
食
に
対
す
る
国
民
の
不
安

が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
市
の
「
条
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「御食国若狭おばま食文化館」 

「キッズ・キッチン」 

現地リポート 

例
」
に
、
に
わ
か
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。
先

駆
的
な
「
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
」
と
し
て
、
全
国

の
自
治
体
だ
け
で
な
く
、
国
の
施
策
に
も
刺

激
を
与
え
た
。 

   

「
い
き
ま
ち
プ
ラ
ン
」
で
後
押
し 

 

当
然
だ
が
、
条
例
の
制
定
だ
け
で
は
ま
ち

づ
く
り
は
動
き
出
さ
な
い
。
住
民
の
主
体
的

参
加
が
あ
っ
て
こ
そ
、
市
が
掲
げ
る
「
官
民

協
働
」
の
ま
ち
づ
く
り
が
具
体
化
す
る
。 

 

そ
こ
で
市
は
○
一
年
、
そ
れ
ま
で
官
主
導

で
進
め
て
き
た
ま
ち
づ
く
り
に
、
市
民
を
引

き
込
む
た
め
の
「
新
世
紀
い
き
い
き
ま
ち
・

む
ら
づ
く
り
支
援
事
業
」（
通
称
・
い
き
ま
ち

プ
ラ
ン
）
に
乗
り
出
し
た
。 

 

市
内
を
一
二
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
「
顔
の

見
え
る
」
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
単
位
で
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
仕
組
み
。
気
心
知
れ

た
町
内
の
仲
間
と
、
身
近
な
食
材
や
食
文
化

を
洗
い
出
す
こ
と
で
、
市
民
の
主
体
的
参
加

を
後
押
し
す
る
も
の
だ
。 

 

最
初
の
頃
は
、
「
行
政
か
ら
面
倒
な
こ
と

を
や
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
識
が
住
民
に

強
か
っ
た
」
と
高
島
氏
は
当
初
の
様
子
を
振

り
返
る
。
し
か
し
、
「
二
年
を
過
ぎ
る
あ
た

り
か
ら
、
住
民
の
意
識
に
変
化
が
芽
生
え
は

じ
め
、
自
主
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る

よ
う
に
な
っ
た
」（
高
島
氏
）。 

 

そ
の
触
媒
役
と
な
っ
た
の
が
、
市
内
九
八

％
の
家
庭
に
導
入
さ
れ
て
い
る
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
だ
。

市
は
、
お
金
を
か
け
ず
、
地
域
資
源
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
「
ブ
ロ
ッ
ク
」

を
積
極
的
に
テ
レ
ビ
で
紹
介
。
顔
見
知
り
が

多
い
土
地
柄
だ
け
に
、
テ
レ
ビ
出
演
は
お
互

い
の
刺
激
と
な
っ
た
。
知
恵
を
絞
っ
て
ア
イ

デ
ア
を
ひ
ね
り
出
す
な
か
、
ま
ち
づ
く
り
の

主
体
が
行
政
か
ら
住
民
へ
、
ジ
ワ
リ
と
軸
足

を
移
し
始
め
た
。 

   
中
核
施
設

の 
　
「
食
文
化
館
」
を
設
立 

 

「
い
き
ま
ち
プ
ラ
ン
」
と
「
条
例
」
が
か

み
合
い
、
ま
ち
づ
く
り
が
軌
道
に
乗
っ
た
、

○
三
年
九
月
に
は
、
中
核
施
設
と
な
る
「
御

食
国
若
狭
お
ば
ま
食
文
化
館
」（
写
真
参
照
）

が
港
近
く
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。 

 

食
文
化
館
は
、
①
「
御
食
国
」
の
歴
史
や

、

伝
承
料
理
を
紹
介
す
る
「
食
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
②
地
域
の
食
材
を
活
か
し
た
料
理
体
験

を
行
う
「
キ
ッ
チ
ン
・
ス
タ
ジ
オ
」
③
若
狭

塗
り
の
伝
統
工
芸
を
体
験
で
き
る
「
食
工
芸

体
験
ゾ
ー
ン
」
④
医
食
同
源
の
観
点
か
ら
、

癒
し
を
提
供
す
る
温
浴
施
設
「
濱
の
湯
」
⑤

若
狭
の
伝
承
料
理
を
提
供
す
る
「
ス
ロ
ー
フ

ー
ド
・
レ
ス
ト
ラ
ン
」
―
―
か
ら
構
成
さ
れ

る
。 

 

こ
の
う
ち
、
「
キ
ッ
チ
ン
・
ス
タ
ジ
オ
」

で
は
、
市
内
の
就
学
前
の
児
童
全
員
を
対
象

と
し
た
「
キ
ッ
ズ
・
キ
ッ
チ
ン
」
を
開
催
。

こ
れ
は
、
単
な
る
「
子
供
料
理
教
室
」
と
は

一
線
を
画
す
。
「
い
た
だ
き
ま
す
」
の
意
味

を
知
ら
な
い
・
伝
え
な
い
親
が
増
え
る
な
か
、

子
供
達
み
ず
か
ら
が
、
包
丁
を
握
り
、
生
き

た
魚
を
さ
ば
く
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
、
食
の

あ
り
が
た
さ
、
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
「
食
育
」

の
一
貫
と
し
て
行
う
も
の
で
、
食
材
は
全
て

地
場
産
品
。
食
育
指
導
員
の
も
と
、
子
供
達

だ
け
で
調
理
さ
れ
、
親
は
一
切
口
出
し
せ
ず
、

後
ろ
で
見
守
る
だ
け
だ
。 

 

レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
地
場
産
品
を
使
っ
た

住
民
か
ら
の
提
案
に
よ
る
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
・

メ
ニ
ュ
ー
」
の
開
発
に
も
力
を
入
れ
る
。
好

評
な
も
の
は
、
地
元
飲
食
店
に
レ
シ
ピ
を
提

供
す
る
な
ど
、
住
民
の
知
恵
を
、
経
済
活
性

化
に
つ
な
げ
る
試
み
も
展
開
し
て
い
る
。 

   
観
光
客
増
加

と 

　
雇
用
拡
大
に
つ
な
が
る 

 

官
民
一
体
と
な
っ
た
地
道
な
取
り
組
み
は

、

「
数
字
」
と
な
っ
て
現
れ
た
。 

 

バ
ブ
ル
期
か
ら
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
た

市
の
観
光
客
数
は
、
「
食
」
の
ま
ち
づ
く
り

後
、
徐
々
に
上
向
き
始
め
た
（
図
参
照
）
。 

 

「
観
光
客
数
の
増
大
と
い
う
目
に
見
え
る

成
果
が
、
市
民
の
自
信
に
つ
な
が
っ
た
。
や

れ
ば
出
来
る
こ
と
が
実
感
で
き
た
た
め
、
も

っ
と
頑
張
ろ
う
と
い
う
好
循
環
が
う
ま
れ
た
」

と
高
島
氏
は
目
を
細
め
る
。 

 

観
光
客
数
は
「
食
文
化
館
」
開
設
を
機
に

急
増
。
○
三
年
に
は
若
狭
地
区
の
食
や
歴
史
・

文
化
を
紹
介
し
た
「
若
狭
路
博
」
の
相
乗
効

果
も
あ
り
、
市
内
の
観
光
客
数
は
、
過
去
最

高
の
一
六
三
万
人
を
記
録
し
た
。 

 

「
食
」
の
ま
ち
づ
く
り
は
、「
食
文
化
館
」

を
中
心
に
市
内
に
新
た
な
仕
事
を
生
み
出
し
、

一
○
○
人
近
く
の
雇
用
創
出
に
も
つ
な
が
っ

た
。 

 

観
光
客
増
加
と
雇
用
創
出
で
成
果
を
あ
げ

た
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
高
島
氏
は
、「
食

の
ま
ち
づ
く
り
は
息
の
長
い
と
り
く
み
。
ま

だ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
ば
か
り
」
と 
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小浜市のまちなみ（三丁目） 

富士宮焼きそば 

現地リポート 

前
置
き
し
た
う
え
で
、
以
下
の
三
点
を
「
成

功
要
因
」
と
し
て
指
摘
し
た
。 

 
第
一
は
市
長
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
だ
。
「
市

長
は
、
就
任
一
カ
月
後
に
、
市
民
参
加
の
ま

ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
半

年
後
に
は
『
食
』
と
い
う
テ
ー
マ
を
決
定
。

そ
れ
か
ら
即
、
実
行
に
移
し
た
」（
高
島
氏
）。

市
長
の
決
断
力
と
行
動
力
が
、
ま
ち
づ
く
り

の
ス
タ
ー
ト
・
ダ
ッ
シ
ュ
の
決
め
手
と
な
っ

た
と
み
る
。 

 

第
二
に
、
住
民
の
主
体
的
参
加
。
「
ま
ち

づ
く
り
は
、
行
政
と
市
民
が
協
働
で
行
う
も

の
。
当
初
は
、
行
政
主
導
で
市
民
の
関
心
は

低
か
っ
た
も
の
の
、
地
域
同
士
が
競
い
合
い
、

知
恵
を
出
し
合
う
う
ち
に
、
い
つ
し
か
住
民

の
意
識
が
変
わ
り
始
め
、
積
極
的
に
参
加
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
で
は
、
ま
ち
づ
く
り

は
完
全
に
住
民
主
導
型
。
行
政
は
黒
子
役
に

徹
し
て
い
る
」（
高
島
氏
）
と
し
、
住
民
の
主

体
的
参
加
が
成
功
の
カ
ギ
を
握
っ
た
こ
と
を

指
摘
し
た
。 

 

高
島
氏
は
第
三
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
Ｐ
Ｒ

戦
略
に
言
及
し
た
。
「
市
が
進
め
る
食
の
ま

ち
づ
く
り
は
、
『
御
食
国
』
の
歴
史
を
掘
り

起
こ
し
、
訪
れ
て
み
た
く
な
る
よ
う
な
ス
ト

ー
リ
ー
性
を
全
面
に
押
し
出
し
た
の
が
ポ
イ

ン
ト
」
と
し
て
、
話
題
性
を
高
め
る
工
夫
を

凝
ら
し
た
点
を
強
調
。
併
せ
て
、
「
外
部
メ

デ
ィ
ア
な
ど
、
利
用
で
き
る
媒
体
を
積
極
的

に
活
用
し
、
住
民
と
一
緒
に
な
っ
て
、
全
国

に
向
け
て
情
報
発
信
を
続
け
て
き
た
こ
と
」

を
あ
げ
、
知
名
度
向
上
の
た
め
、
官
民
一
体

の
地
道
な
努
力
の
積
み
重
ね
が
奏
功
し
た
点

を
付
け
加
え
た
。 

   

「
ハ
コ
モ
ノ
」
を
輝
か
せ
る 

　
市
民
の
知
恵 

 

ま
ち
づ
く
り
が
現
在
、
住
民
主
体
で
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
中
核
施
設
の
「
食
文

化
館
」
の
稼
働
状
況
を
み
る
と
う
な
ず
け
る
。 

 

同
施
設
は
、
ハ
ー
ド
面
は
市
が
整
備
し
た

も
の
の
、
ソ
フ
ト
面
（
中
身
）
で
は
、
市
民

の
企
画
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
が
中
心
だ
。
「
御

食
国
若
狭
お
ば
ま
夏
の
陣
・
秋
の
陣
」
な
ど
、

多
く
の
観
光
客
を
引
き
つ
け
る
催
し
物
は
住

民
の
発
案
で
、
一
階
の
ス
タ
ジ
オ
は
フ
ル
稼

働
の
状
態
が
続
く
。 

 

食
文
化
館
の
館
長
も
兼
務
す
る
高
島
氏
は

、

「
と
か
く
『
ハ
コ
モ
ノ
』
は
一
度
作
る
と
マ

ン
ネ
リ
化
し
が
ち
。
食
文
化
館
で
は
、
何
度

来
て
も
お
客
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、
常
に
輝
き
を
放
つ
こ
と
を
運
営
の
基

本
方
針
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
若
狭
の

食
文
化
を
受
け
継
い
で
い
る
市
民
の
意
見
が

一
番
役
に
立
つ
」
と
実
感
し
て
い
る
。
食
文

化
館
の
運
営
に
住
民
の
ア
イ
デ
ア
が
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
点
を
強
調
す
る
。 

   

企
業
、
市
民
の
評
価 

 

市
が
進
め
る
「
食
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
地

元
企
業
や
市
民
は
、
ど
う
評
価
し
て
い
る
の

か
。
ま
ず
小
浜
商
工
会
議
所
で
専
務
理
事
を

つ
と
め
る
清
水
敏
敬
氏
を
訪
ね
た
。 

 

地
元
企
業
は
当
初
、
「
目
先
の
利
益
」
に

つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
理
由
で
、
「
食
」
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
は
消
極
的
だ
っ
た
。
し

か
し
、
「
へ
り
こ
リ
ゾ
ッ
ト
」
と
い
っ
た
住

民
が
発
案
し
た
地
元
食
材
を
活
か
し
た
メ
ニ

ュ
ー
が
観
光
客
に
好
評
で
、
売
上
げ
が
伸
び

た
飲
食
店
が
出
は
じ
め
た
。
こ
う
し
た
目
に

見
え
る
成
果
が
出
る
と
、
「
企
業
に
も
、
ま

ち
づ
く
り
と
連
携
す
る
気
運
が
高
ま
り
、
食

の
ま
ち
づ
く
り
が
地
元
企
業
に
も
浸
透
し
は

じ
め
た
」
と
清
水
氏
は
振
り
返
る
。 

 

し
か
し
、
清
水
氏
は
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、
「
観
光
客
が
増
加
し
、
小
浜
全

体
に
活
気
が
戻
っ
て
き
た
が
、
そ
の
大
半
が

関
西
や
中
京
方
面
か
ら
の
日
帰
り
客
だ
」
と

し
、
滞
在
型
観
光
客
の
確
保
を
課
題
に
あ
げ

る
。
こ
の
た
め
商
工
会
は
三
年
前
か
ら
、
日

帰
り
客
を
宿
泊
に
つ
な
げ
る
、
「
一
泊
二
日
」

型
の
「
若
狭
路
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
を
開
催
。

三
年
目
の
今
年
は
、
一
○
○
○
人
を
超
え
る

参
加
が
見
込
ま
れ
、
宿
泊
者
の
増
加
に
一
役

買
っ
て
い
る
と
い
う
。 

 

一
方
、
市
民
の
反
応
は
ど
う
か
。
街
角
で

ナ
マ
の
声
を
拾
っ
て
み
た
。 

 
「
子
ど
も
向
け
食
育
料
理
教
室
の
『
キ
ッ

ズ
・
キ
ッ
チ
ン
』
の
影
響
で
、
小
学
生
の
子

ど
も
が
積
極
的
に
台
所
仕
事
を
手
伝
う
よ
う

に
な
っ
た
」（
若
狭
湾
沿
い
の
ホ
テ
ル
横
で
飲

食
店
を
営
む
Ａ
さ
ん
）、「
学
校
給
食
が
地
元

産
の
米
や
野
菜
で
作
ら
れ
る
た
め
、
食
に
対

す
る
関
心
が
高
ま
り
、
食
べ
残
し
が
減
っ
た
」

（
地
元
商
店
街
の
Ｂ
さ
ん
）
と
概
ね
好
評
の

よ
う
だ
。 

 

こ
う
し
た
市
民
の
後
押
し
を
受
け
、
昨
年

四
月
の
市
長
選
挙
で
は
、
食
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
き
た
村
上
市
長
が
、
原
発
関
連
施

設
の
誘
致
を
訴
え
た
対
立
候
補
を
破
り
、
再

選
を
果
た
し
た
。 

   

「
焼
き
そ
ば
」
の 

　
富
士
宮
市
と
連
携
も 

 

市
は
「
食
」
を
中
心
に
し
た
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
戦
略
を
描

い
て
い
る
の
か
。
高
島
氏
は
、
ま
ず
、
他
の

自
治
体
と
の
連
携
を
あ
げ
る
。
「
同
じ
『
食
』

（
焼
き
そ
ば
）
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
静
岡
県
富
士
宮
市
な
ど
と
共
同
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
」
と
い
う
計
画
を
暖
め
て
い
る
。
ま

た
、
駅
前
の
商
店
街
に
、
食
文
化
館
の
分
室

を
作
る
構
想
を
練
っ
て
お
り
、
空
洞
化
が
進

む
中
心
市
街
地
の
再
活
性
化
に
も
「
食
」
を

中
心
に
し
た
戦
術
を
描
く
。 

 

「
食
」
を
起
点
と
す
る
小
浜
市
の
ま
ち
づ

く
り
は
、
新
た
な
地
域
振
興
策
と
し
て
全
国

か
ら
注
目
さ
れ
、
地
方
自
治
体
や
民
間
企
業
、

さ
ら
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
か

ら
視
察
が
相
次
い
で
い
る
。
「
一
村
一
品
」

と
い
う
限
ら
れ
た
資
源
を
活
用
す
る
地
域
活

性
化
策
が
行
き
詰
ま
る
な
か
、
市
民
参
加
に

よ
る
内
発
型
の
活
性
化
策
と
し
て
、
各
方
面

か
ら
そ
の
展
開
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。
　
　
　
　
（
調
査
部
　
遠
藤
彰
） 


